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事象関連電位による認知研究：工学心理学の視点から 
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Ⅰ．事象関連電位（ERP）－基礎知識 

 Ａ．定義 

    「特定できる事象に時間的に関連した脳の電位変化」として操作的に定義される． 

 Ｂ．測定 

  頭皮上においた 3～256 個の電極から記録する．加算平均法が用いられる． 

 Ｃ．生理学的基盤 

  主に大脳皮質の錐体細胞のシナプス後電位の集積である． 

  ERP として現われない神経活動もある． 

 Ｄ．他の生理指標との比較 

  高い時間分解能をもつ手軽な中枢神経系の指標である． 

  40 年間の研究の積み重ねがある． 

Ⅱ．心理学における ERP の利用－そのロジック 

 Ａ．ERP からの推測 

  どの時点から反応に違いがあるかは個々の実験データで示すことができる． 

  質的な違いについては，先行知見に基づく成分の同定が必要である． 

 Ｂ．行動指標・主観指標との比較 

  長所：認知活動を歪めずに並行して記録でき，時間軸にそって複数の測度が得られる． 

  短所：加算平均するため，数回しか生じない事象については測定できない． 

 Ｃ．ERP と心理学理論 

  ERP は生理学的・生物学的反応であり，特定の心理学理論に依存しない． 

  認知情報処理過程と対応づける必然性はない． 

Ⅲ．工学心理学と ERP－人とモノの関係を探る 

 Ａ．工学心理学とは 

  道具やシステムのデザインに応用できる人間の心理特性（能力や限界）について調べる基礎分野． 

 Ｂ．基礎心理学としての工学心理学 

  人間の心理活動は道具の使用を抜きにしては考えられない． 

  どのような道具を使うかによって心理活動は変わる． 

 Ｃ．道具を使うときの ERP－ヒューマン コンピュータ インタラクション（HCI）への適用 

  行為と知覚の相互作用を検討するのに，マウスクリックパラダイムが使える． 

                                                  
1 今回の発表に関するご意見・ご感想がありましたら，メールでお寄せください． 

  E-mail: nittono@hiroshima-u.ac.jp，URL: http://home.hiroshima-u.ac.jp/nittono/ 
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Ⅳ．まとめ－もっと面白い研究を！ 

 Ａ．指標としての限界を把握し，長所を生かす 

  実験室外でも比較的手軽に測定できる（⇔ 生理指標）． 

  認知活動を歪めずに並行して測定できる（⇔ 行動指標／主観指標）． 

   → 日常認知・フィールド研究の可能性がある． 

 Ｂ．新しい実験パラダイムを開発する 

  反応時間研究で開発された実験パラダイムを流用する． 

  ERP 研究で標準的な実験パラダイムを利用する． 

   →  理論駆動型で新しい実験パラダイムを作ってもよい． 

 Ｃ．心理学の視点からＥＲＰの可能性を追求する． 

  認知神経科学は心理学に取ってかわるのか？ 

   → 研究の焦点が異なる（内向する認知神経科学 vs. 関係性を扱う心理学）． 
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脳は，人間と環境のさまざまな関係性を媒介する器官である

心理学において，脳の電気的反応（事象関連電位）を記録するのは，
このような関係性についての理解を深めるためである．


